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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、「人と地域をつなぐICT」というテーマで岡山市立公民館の発表をはじめさせていただきます。


L ys=ss, sie @

HARZETILI#HF ]
A B ETCEDEENDCE
=>HARDHFHE FHITO99%



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
リテラシーは日本語で「識字」と訳されます。
一般には　「読み書きできる能力」　のことで、日本の識字率は９９％に達しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、リテラシーとは、与えられた材料から必要な情報を引き出し、活用する能力ともいわれています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
リテラシーは、活用すれば、より収入のいい仕事に就いて生活の質を向上することができたり、
社会の中で人間らしく尊厳ある生き方をすることにつながります。

活用する力がなければ、世の中の動きや制度を理解できず、不利益を被ることもあります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、当分科会において、私たち岡山市立公民館は、さまざまなリテラシーの中から　「ICTリテラシー」について報告することにしました。

ＩＣＴとは、インフォメーション　＆　コミュニケイション　テクノロジーの略で、
コンピューターやデータ通信に関する「情報技術」を利活用して、世代や地域を超えて、
人と人、人とモノを結ぶコミュニケーションに着目した技術のことです。

私たちが今回「ICTリテラシー」を取り上げたのは、２００２年からＩCＴ講習を開催して住民のICTレベル向上に取り組んできたことにより、
住民の生活が便利になっただけでなく、地域内のコミュニケーションが活発化し、地域が豊かになっている例が把握できたからです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
公民館のICT講習では、パソコンの基本操作だけでなく、画像や動画の編集の仕方、インターネットの活用法やホームページの作り方など
今の時代を豊かに生きるために必要な知識や技術を住民同士で学び合っています。

講習に参加する人は、主婦や高齢者が大多数で、最初は「パソコンの操作法を学びたい」とか「時代に取り残されたくない」といった動機で学びはじめます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
公民館の学習では、
学びの広がりや循環が生まれることを大切にしています。
学んだ人が別の人に教え、教える人も学んで、
地域をよくする活動につなげていくことをめざしています。

ICTについても、もともとはパソコンの操作法を学びたいだけだった住民が、
　ICTの力を身に付けたことで随分と視野を広げています。
　そして、公民館で活動する多くの地域住民と出会うきっかけを得て、
　地域活動に対する興味関心が高まっていく人も多いです。
　ICTの力があれば、情報を収集して発信することができるので、
　それらを地域活動に応用していくこともできます。
　力を発揮することを地域住民からも期待されるようになった人もいます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では、次に、公民館を拠点にしてICTの力を使いこなすことで、
地域の中で輝くようになった人や地域が豊かになっている事例について、
旭東公民館の例からお伝えします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ICTの力を身につけると、まずは、毎日の個人の暮らしが変わってきます。

「私は日常生活で疑問に思ったことや、テレビを見ていてもっと詳しく知りたいと思ったことなど、
　すぐに、家にいてもインターネットで調べることができます」

「趣味の会のホームページを作っております」

「友だちと旅行にいったとき、デジカメ写真を撮って、アルバムを作ってあげたら喜んでくれたわ～」

「姪の結婚式で撮影した写真と動画を編集して、
　インターネット上のサービスを利用して、親戚みんなで見て、楽しんでいます」

というように、必要な情報をネットで素早く取得したり、情報を発信したり、
またそのことが家族や知人など、まわりの人の役に立ち、交流がひろがることがよろこびとなります。


ICTEREHIQ ~HEEFIENT

JW%@%@Qigj



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ＩＣＴ活用能力が身につくと、そのことがまわりに知られるようになり、
さまざまなことを依頼されたりして、
地域活動になくてはならない人材となっています。

「町内会の名簿や1年間の行事予定、会計などの書類を作っております」
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地域の活動を映像で撮影して、デジタルデータで記録を残す活動もよく行われています。

「毎年開催される公民館の文化祭の映像を撮影して、出演したグループにDVDでお配りして、
　たいへん喜ばれました」
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地域の伝統文化を引き継いでいくためにも、映像記録を残しています。

「映像の記録って大切でしょ。神社の秋祭りの実行委員会に頼まれてね、
　伝統行事の秋祭りを、次の世代の人たちに伝えていけるよう、DVDで残しているのよ」
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
小学生と交流して、地域の歴史・文化を伝えていくときにも、ICTの力を活かしています。

「近くの小学校に出かけて、地域の昔のようすを話したりして、交流しとんじゃ。
 ネットで動画とか写真を検索して、昔のようすを見せながら話をしたら
 小学校２年生の子でも、よう分かったと言うてくれたわ」
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
住んでいる町内の防災避難マップを作った人もいます。

「パソコンの操作が身についたころ、公民館で防災講座を受けたのがきっかけで、
　自分が住んでいる地域の、防災避難マップの作成を思い立ちました。
　それで町内会長に相談しながら、またネットでもあっちこっちから情報を集めてつくりました。
　完成したマップは地域の180世帯に配って、老人クラブでもマップをつかって避難計画を立てました」
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さらに、地域に住むさまざまな人が関わって、
映画づくりに取り組んだ京山公民館の事例をお伝えしたいと思います。

京山公民館では、用水の環境点検活動やESDフェスティバルなどのESD活動に関わっている人たちと、
その活動を写真・映像で記録していたICTを学んでいるグループの人たちが、活動について話し合う中で、
「京山地区の人・歴史・文化を映像で未来に残したい」という声が上がりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで、京山地区のさまざまな世代の人たちが関わった映画製作に取り組み、
地域にある弥生時代の遺跡、岡山空襲などを経て、現在の発展した地域になるまでに
多くの人々の努力があった歴史をまとめた映画、
「The　Story　of　Kyoyama（京山物語）～地域を創った人々～」が完成しました。

完成した映画は、公民館文化祭やＥＳＤフェスティバルで上映会をしたり、
地域の学校や団体にも配布しました。
地域のことを知ったり、そこに暮らす人たちが地域へ寄せる思いを、より多くの人が共有できています。

映画最新作のタイトルは、「緑と水の道物語」です。
昼食時間に上映するので、ぜひご覧になってください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、京山公民館ではESDフェスティバルでインドネシアやカンボジアのＣＬＣと
スカイプでむすんで、お互いの活動について対話し、学びあいました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、いくつかの事例をお伝えしてきましたが、
こうしたICT活用のための学びを支えてきたのが、
公民館のICTボランティアグループです。

岡山市公民館では2002年ごろからボランティア養成に取り組みました。
そして、ほぼ全館でボランティアグループを立ち上げて活動しており、
パソコンの基本操作などを学ぶ「パソコン教室」や
分からないことをお互いに教えあう「パソコン相談室」を開催しています。

この場で大事にしていることは、「ともに学びあう」ということです。
ボランティアグループの人もふくめて、お互いに学びあいながら技術を身につけています。

身につけた技術を、
伝統文化の継承、世代を超えた交流などの活動に活かしているのは、
ともに学び活動する中で、地域への思いや、お互いさまの助け合いの気持ちも育まれているからです。
このことは、住んでよかったと思える地域づくりに役立っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
障がいのある人の学びも支えています。
この写真は、京山公民館で開かれている「知的しょうがい者のためのパソコン教室」のようすです。 

知的障がい者の隣にボランティアが座って、マンツーマンで指導しています。 
障がいがある人にとっても身近な公民館で、同じ地域に住む人に頼ることができるので、大きな安心感があります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では、公民館を拠点にしてICTを活用することで得られたこれまでの成果を報告します。

一つには、地域の歴史や伝統を、
ICT機材を使ってデジタルデータ化して永久保存することができるようになったことが挙げられます。
地域住民にとっては、大きなよろこびとなりました。

データ化のおかげで、地域の情報をより多くの人が共有できるようになりました。
また、世代や地域を超えて伝えたり、一緒に学んだりすることができるため、
世代間や地域間のコミュニケーション活性化にも役立っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
二つ目は、高齢者や主婦の人たちはもちろんのこと、仕事をリタイアした人や障がいがある人でも
ICTの力を生かして地域活動に参加しやすくなり、実際に参加する人も増えたと言えるでしょう。

事例にもありましたが、公民館でICTを学んだり、ボランティア講師として活躍するうちに仲間ができます。
写真や文書など、パソコンで制作した作品を共有したり、
ホームページやブログ、SNSで情報を発信して交流したり、
講習を行うために指導法を研究したりするうちに、それが生きがいにつながる人もいます。

公民館で学んでいると、ICT以外のことで活動する人やさまざまな立場の地域住民と交流する機会も多くなります。
また、わたしたち職員は、パソコン教室に来る人と地域活動をしている人とがつながるように働きかけています。
公民館では、「共に学ぶ」という学習方法をとおして、
学習者自らが主体的に「地域づくりに携わる人」、「未来に向かって行動する人」へと成長することをねらっているからです。

その結果、さまざまな課題を抱える人が地域で共に暮らすためにはどうしたらいいか、とか、
歴史や伝統を子どもたちに知ってもらうにはどうしたらいいか、といった課題を一緒に考え、
ICTが得意な人はその力を生かしてサポートすることができます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、私たちが考える今後の課題についてですが、

第一に言えることは、ICTの力を身に付けて、インターネット上でコミュニケーションができるようになっても、
実際に顔と顔を合わせてやりとりをしていくことをこれからも大切にしていかなければならないということです。

人は人とのリアルな関係の中で互いに相手の考え方や生き方に刺激を受けるから学び合えるのではないでしょうか。
目的から外れて世間話をしているうちに、新しい発想を得たり、課題があることに気づいたりすることもあります。
相手が見えることにより、助けたり助けられたりの関係も築きやすくなります。

また、さまざまな理由からインターネットにアクセスしない住民もいるので、そういった人たちへの配慮も必要となります。
もちろん、セキュリティやモラルに対する教育も充実させねばなりません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
二つ目は、ICTを活用して国外のCLCとつながり、グローバルな視点で学び合うことです。

京山公民館ではESDフェスティバルでインドネシア・カンボジアのCLCとスカイプでつながった会議を開いたことで多くの学びを得ましたが、
他の公民館ではまだそのような機会を設けることができていません。
少しずつ機会を広げ、他国の人々やその活動を意識しながら、自分たちの活動の方向性を見極めていかなければなりません。
そこからESDが進むと思うのです。





プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これで岡山市立公民館の発表を終わります。
ご清聴ありがとうございました。
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